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基本情報

活動概要

活動による大学全体への波及効果
 認定年度：2024（令和6）年度
 設置時期：2024年10月
 実施部局：高等研究院（iCeMS）, 化学研究所

 相手方機関：インド工科大学ルールキー校
 設置場所：京都大学、インド工科大学ルールキー校
 設置タイプ：クロスバウンド型
 設置目的： 加齢関連疾患を理解し治療するためのインテリジェント医療ツールの開発
 教育研究活動内容： 京都大学とインドのトップ研究機関との間で、優秀な学生と若手研究者

の交換と教育を促進するハイブリッド（物理的・仮想的）ハブの設立

・インドのトップレベルの工学・医療ネットワークの活用による、京都
大学の最先端技術の発展

・優秀な学生、若手研究者の交換による、国際社会に貢献する新し
い世代の科学者の育成

・京都大学がインド人留学生にとって「最初の着地点」となる環境の
構築

● IITルールキー校の卓越したエンジニアリング技術と、
京都大学の化学や細胞生物学分野での専門性を組み合わせる
ことによる相乗効果で、加齢関連疾患の共同研究を加速

オーダーメイド治療を視野に入れた、インテリジェント（＝プログラマブル分子設計）ケミカルバイオロジーツールの開発
の加速を目的とした、ハイブリッド (物理的、仮想的) クロスバウンド型オンサイトラボ

IITルールキー校 (3500 m2)とiCeMS (124 m2) によるスペースの提供・
代表研究者のクロスアポイントメント・ IITと京都大学による常駐研究者の配置
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物理的●京都大学と IIT ネットワークのハブとして
研究交流，頭脳循環を促進

 国境を越えた資金調達
 持続可能なメカニズム
 ネットワークの拡大
 地域振興への貢献
 アウトリーチ活動



❶ 研究成果

IN-CBI Head Namasivayam actively strengthened Indo–Japan 
collaboration by establishing a sustained pipeline of young 
researchers through joint supervision, training, and outreach. 
Multiple PhD students and interns from IITs and partner 
institutions were trained at Kyoto University in 
nanotechnology, mitochondrial biology, and advanced 
sequencing platforms. Strategic engagement with JST programs 
(LOTUS, Sakura Science, KU-STAR) enabled high-quality student 
exchange and mobility. Outreach lectures at IITs, embassy-led 
events, and national conferences significantly increased 
visibility and attracted top-tier candidates to Kyoto University.

➋ 日印間の連携と若手研究者交流プログラム 
の架け橋

招待講演を行うナマシヴァヤ
ム講師とキラン教授（IITルー
ルキー校）

NNF 同窓会
京大卒業式にて

KU Studenrs.

立ち上げから拡大へ：IN-CBIは、JSTプログラム（LOTUS、Sakura 
Science）やKU-STARとの戦略的連携を通じた共同指導、研修、

アウトリーチ活動により、若手研究者間の質の高い交流を可能
にする持続的なパイプラインを構築し、老化研究におけるケム
バイオインフォマティクスの拠点として着実な発展を遂げました。
また、IITでのアウトリーチ講演、大使館主催のイベント、および

国内学会への参加により、京都大学の認知度を高め、優秀な
人材の獲得に大きく貢献しました。現在、IITルールキーに「精
密分析センター」の建設が進められています。同センターはIIT
の卒業生、産業界からの機器提供、タミル・ナードゥ州政府との
連携、スタートアップ志向のエコシステム、そして将来のディア
スポラ・ファンディングなどに支えられています。

2025年度の主な活動実績

京都大学On-site Laboratory
インテリジェント化学生命情報学イニシアチブ（IN-CBI）

IN-CBI所長のナマシヴァヤム講師は、IITルールキー校のゴピ
ナート教授との共同指導を通じて、3名の学生の共同研究を成
功に導きました。両氏は共同で、1) カーボンドット・プラットフォー

ムがミトコンドリアの調節と酸化ストレスの制御を可能にすること、
2) 粘膜接着性ナノファイバー・パッチが口腔がんの局所治療を
実現すること、3) 宇宙生物学におけるヌクレオチド塩基検出のた
めのDNAオリガミ・ポアが有効であることを実証しました。
すでに3本の論文が発表されており、また関連ポスターはインド
政府のSPARCプロジェクトにおいて最優秀賞を受賞しました。

JST橋本理事長を含む「インド若手科学頭脳循環
プログラム」の集いイベントの参加者

（2025年7月28日・インド大使館（東京））

ディワリ祭およびIN-CBIの
活動内容と取り組みを紹介す

るシンポジウムを開催。
京都大学のインド人および

留学生が参加した。
（2025年10月22日・
京都大学iCeMS）

2026年1月、ナマシヴァヤ
ム講師がIITルールキーの
「客員教授」として正式に着
任。IITカンプールのスブラ
マニアム教授との合同ワーク
ショップが開催された。

IN-CBIで実践的な研修を受けるIITおよび政府機関からの
交換留学生や研究者
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